
 

   

 

 

 

2011年度	 	 神戸YWCA平和集会	 	 

被曝の時代を⽣生きる	
  
一人ひとりができること	 	 

	 	 

 
 

東日本大震災・原発事故（3.11）以降の私たちは、どの方向に進めばいいのでしょうか？	 	 

科学技術の発展とともに、物質的には豊かになりましたが、私たちは大切なものを失って	 	 

きたのではないでしょうか？このままでは、子供たちにどんな未来を手渡すことになるので

しょう？これからのエネルギー問題や日々の暮らしのことを、共に考えてみませんか！？	 	 

チェルノブイリ写真展（フォトジャーナリスト・広河隆⼀一さん撮影）	
  
2011 年 8⽉月 21（⽇日）~28（⽇日）	
   神⼾戸学⽣生⻘青年センターロビー	
  
同時展⽰示	
  
	
   ・原発震災資料（美浜・⼤大飯・⾼高浜原発に反対する⼤大阪の会）	
  
	
   ・神⼾戸 YWCA からのアピール＆被災地⽀支援活動について	
  
	
   	
   	
   ⽇日本 YWCA は 1970 年に「『核』否定の思想に⽴立立つ」を活動の強調点に掲げて以来、	
  
	
   	
   	
   核兵器だけでなく、原⼦子⼒力力の平和利⽤用にも「否」を唱えてきました。	
  

講演会「被曝の時代を⽣生きる」	
  
2011 年８⽉月 28⽇日（⽇日）15:00~17:00	
   	
   	
  

神⼾戸学⽣生⻘青年センターホール	
  

参加費：500円	
  
講師：影⼭山あさ⼦子さん	
  
神⼾戸市⽣生まれ。藤本幸久監督のアメリカ３作品、	
  
原発震災・ニューズリールのインタビュアー＆	
  
プロデューサー。「Marines	
  Go	
  Home」2005 年	
  
版から、藤本監督と⼆二⼈人三脚の映画作り。	
  
北海道札幌市在住。	
  

	
  

神⼾戸学⽣生⻘青年センター	
  
078- 851-2760 


